
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群
馬
県
安
中
市
の
い
そ
べ
ガ

ー
デ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

全
体
参
加
者
は
１
０
８
名

休
憩
後
に
特
別
報
告
と
し

て
、
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部

会
・
北
海
道
本
部
、
全
国

学
童
保
育
部
会
、
大
阪
府

本
部
、
軽
貨
物
ユ
ニ
オ
ン

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
大
阪
府
本
部
は
特
別

報
告
で
「
２０
春
闘
バ
ス
労

働
者
の
休
業
補
償
を
勝
ち

取
っ
た
成
果
、
２１
春
闘
で

は
国
民
健
康
保
険
で
も
傷

病
手
当
が
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
要
求
実
現
、

休
業
補
償
の
対
象
外
と
な

っ
て
い
た
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
・
日
々
雇
用
労
働
者
を

対
象
に
加
え
た
成
果
を
建

交
労
か
ら
発
信
し
て
要
求

実
現
し
た
。」、「
２２
春
闘

で
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
の
特
別
休
暇
・
副
反

応
が
起
き
た
場
合
の
３
日

間
の
特
別
休
暇
を
国
が
制

定
す
る
よ
う
大
阪
府
に
申

し
入
れ
す
る
予
定
に
し
て

い
る
。」
と
報
告
し
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
、
１
日
目
の
討

（
リ
モ
ー
ト
３４
名
含
む
） 

 

相
木
副
委
員
長
の
開
会
挨

拶
で
始
ま
り
、
座
長
に
は
足

立
副
委
員
長
が
選
出
さ
れ
、

１
日
目
の
議
事
を
進
行
し
ま

し
た
。 

冒
頭
に
角
田
委
員
長
か
ら
主

催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
が
あ

り
、
そ
の
後
に
角
田
委
員
長

自
ら
２２
春
闘
の
問
題
提
起
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て

「
野
党
共
闘
の
前
進
で
改
憲

は
止
め
る
。」
や
「
春
闘
・
実

利
獲
得
、
組
織
強
化
」
な
ど

に
つ
い
て
約
２０
分
間
、
学
習

し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
全
労
連
・
黒
沢

事
務
局
長
か
ら
全
労
連
の

「
２２
国
民
春
闘
方
針
案
」
の

提
案
「
４
つ
の
要
求
の
柱
と

４
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
な
ど

詳
し
い
説
明
で
約
１
時
間
の

学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。 

建
交
労
中
央
２
０
２
２
年
春

闘
中
央
討
論
集
会
は
、
１１
月

２７
日
・
２８
日
（
土
・
日
）
に
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論
で
関
西
支
部
・
本
多
委
員

長
が
発
言
「
生
コ
ン
職
場
で

の
労
働
協
約
の
締
結
・
ト
ラ

ッ
ク
労
使
セ
ミ
ナ
ー
と
組
織

拡
大
」
に
つ
い
て
、
討
論
に

参
加
し
ま
し
た
。 

２
日
目
の
討
論
で
は
、
大
阪

ト
ラ
ッ
ク
部
会
・
植
西
部
会

長
が
発
言
「
大
阪
府
本
部
と

ト
ラ
ッ
ク
部
会
の
役
員
を
次

世
代
へ
引
き
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
ト

ラ
ッ
ク
職
場
の
現
状
」
な
ど

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
関

西
合
同
支
部
・
大
陽
液
送
分

会
：
大
田
貨
物
班
・
長
谷
川

氏
か
ら
は
「
職
場
の
争
議
報

告
と
裁
判
闘
争
の
傍
聴
支

援
」
を
訴
え
ま
し
た
。 

大
阪
か
ら
の
参
加
者
は
、
合

計
１２
名
、
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部

会
７
名
、
関
西
支
部
２
名
、

関
西
合
同
支
部
２
名
、
大
阪

府
本
部
１
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労
大
阪
府
本
部
宣
伝
カ
ー
、

建
交
労
関
西
支
部
宣
伝
カ

ー
、
東
大
阪
労
連
か
ら
乗
用

車
に
分
か
れ
て
乗
車
し
、
住

之
江
区
南
港
に
所
在
地
を
お

く
、
大
阪
食
肉
市
場
（
株
）

に
集
結
し
、
午
後
か
ら
の
要

請
と
抗
議
宣
伝
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
要
請
団
に
は
、
建

交
労
大
阪
府
本
部
・
前
村
執

行
委
員
長
が
選
出
さ
れ
、
抗

議
宣
伝
に
は
荻
田
書
記
長
が

訴
え
ま
し
た
。
荻
田
書
記
長

は
、
こ
れ
ま
で
の
田
中
社
長

の
組
合
敵
視
の
数
々
を
訴
え

る
と
と
も
に
、「
労
働
組
合

法
・
労
働
基
準
法
・
労
働
契

約
法
を
遵
守
し
な
い
田
中
社

長
を
断
罪
す
る
と
と
も
に
、

パ
ワ
ハ
ラ
・
組
合
敵
視
を
や

め
、
組
合
と
誠
実
に
交
渉
し
、

円
満
解
決
す
る
よ
う
」
訴
え

ま
し
た
。
当
該
組
合
の
早
瀬

執
行
委
員
長
か
ら
は
「
田
中

社
長
の
攻
撃
に
我
々
を
決
し

て
屈
し
な
い
。
最
後
ま
で
た

た
か
う
！
」
と
力
強
い
決
意

表
明
で
し
た
。 

 

 

そ
し
て
、
明
治
乳
業
の
主

要
銀
行
・
み
ず
ほ
銀
行
中
央

支
店
前
へ
移
動
し
、
要
請
団

を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
原

告
を
含
む
団
体
代
表
者
か
ら

「
明
治
乳
業
争
議
を
早
期
に

 

大
阪
労
連
と
大
阪
争
議
団

は
、
１２
月
１０
日
（
金
）「
大

阪
か
ら
す
べ
て
の
争
議
を
な

く
そ
う
！
」
と
午
前
８
時
１５

分
か
ら
淀
屋
橋
駅
前
と
裁
判

所
前
で
早
朝
宣
伝
、
各
争
議

職
場
か
ら
の
訴
え
を
皮
切
り

に
、
大
阪
府
内
の
企
業
や
事

業
所
、
自
治
体
へ
の
要
請
行

動
を
終
日
で
取
り
組
み
ま
し

た
。 

 

早
朝
宣
伝
後
は
大
阪
地
方

裁
判
所
前
の
若
松
浜
公
園
で

ス
タ
ー
ト
集
会
を
行
い
、
１

５
０
人
が
参
加
。
建
交
労
大

阪
は
、
関
西
支
部
３
名
、
此

花
支
部
１
名
、
大
阪
合
同
支

部
７
名
、
大
阪
府
本
部
２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
主
催
者

代
表
で
大
阪
労
連
・
菅
議
長

か
ら
あ
い
さ
つ
「
自
公
・
維

新
は
憲
法
に
基
づ
い
た
政
治

を
行
お
う
と
し
な
い
。
憲
法

が
生
き
る
職
場
と
社
会
を
つ

く
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

解
決
せ
よ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
美
々
卯
前
へ
移
動

し
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
北

さ
ん
へ
の
ス
ラ
ッ
プ
訴
訟
」

の
抗
議
宣
伝
・
要
請
行
動
。

共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
前
で
は

「
雇
止
め
は
不
当
！
学
童
保

育
指
導
員
を
職
場
に
戻
す
こ

と
。
大
阪
労
働
委
員
会
で
の

命
令
の
完
全
な
履
行
」
を
求

め
、
要
請
団
と
社
前
で
の
宣

伝
行
動
。N

E
C

本
社
前
で
は

「
み
せ
し
め
懲
戒
解
雇
を
や

め
よ
！
」
と
要
請
と
抗
議
宣

伝
を
行
い
ま
し
た
。 

 

Ｎ
Ｅ
Ｃ
本
社
前
宣
伝
後

は
、
大
阪
自
治
労
宣
伝
カ
ー
、

大
阪
労
連
宣
伝
カ
ー
、
建
交
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争
の
現
状
報
告
と
来
年
に
行
わ

れ
る
大
田
貨
物
班
の
裁
判
傍
聴

支
援
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

討
論
の
ま
と
め
と
し
て
芦
崎
事

務
局
長
は
、「
年
末
一
時
金
交

渉
、
大
陽
液
送
分
会
の
権
利
侵

害
は
大
阪
府
本
部
か
ら
の
要
請

に
従
い
、
各
支
部
の
傍
聴
支
援

と
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
と
し
て

も
支
援
し
て
い
き
た
い
。」
と
述

べ
「
京
都
府
知
事
選
挙
も
近
畿

地
協
か
ら
の
支
援
要
請
に
応
え

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
福
岡
運

輸
支
部
の
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー

ド
、
労
使
共
同
セ
ミ
ナ
ー
は
来

年
も
続
け
て
い
く
。
来
年
度
の

ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
は
準
備
を

し
っ
か
り
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
台

数
も
昨
年
を
上
回
る
台
数
で
成

功
さ
せ
た
い
。」
締
め
く
く
り
ま

し
た
。
そ
の
後
の
議
案
採
決
は
、

提
案
さ
れ
た
各
議
案
を
拍
手
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。
最
後
に

植
西
部
会
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
！
の
三
唱
で
閉
会
し
ま
し

た
。
全
体
の
参
加
者
は
２５
名
で

し
た
。 

  

会
や
っ
た
け
ど
、
勉
強
に
な
っ

た
。』
と
い
う
報
告
を
交
え
て
」

発
言
。
３
人
目
は
井
住
運
送
分

会
・
政
木
か
ら
職
場
の
現
状
報

告
。
４
人
目
は
、
鷹
巣
副
部
会

長
か
ら
大
阪
貨
物
の
裁
判
闘

年
度
の
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
へ

の
初
参
加
は
会
社
の
中
で
も
反

響
が
あ
っ
た
事
、
近
畿
地
方
労

使
共
同
セ
ミ
ナ
ー
に
経
営
側
か

ら
の
参
加
が
あ
り
、
経
営
者
か

ら
『
む
ず
か
し
い
問
題
の
学
習

「
２
０
２
１
年
度
会
計
決
算

報
告
、
２
０
２
２
年
度
予
算

案
、
次
期
役
員
」
が
提
案
さ

れ
、
休
憩
を
挟
ん
で
討
論
に

入
り
ま
し
た
。 

 

討
論
で
は
、
４
名
か
ら
の

発
言
が
あ
り
、
１
人
目
関
西

合
同
支
部
・
橋
本
執
行
委
員

長
か
ら
「
２１
春
闘
の
妥
結
状

況
、
大
陽
液
送
分
会
：
大
田

貨
物
班
の
権
利
侵
害
報
告
、

２
０
２
２
年
の
京
都
府
知
事

選
挙
支
援
の
訴
え
」
発
言
。

２
人
目
は
福
岡
運
輸
支
部
・

十
川
さ
ん
か
ら
「
２
０
２
１

 

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
第
２４

回
定
期
総
会
は
、
１２
月
１２
日

（
日
）
午
前
１０
時
か
ら
建
交

労
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
開
会
挨
拶
は
菅
原

副
部
会
長
、
議
長
に
は
福
岡

運
輸
支
部
・
十
川
孝
文
氏
が

選
出
さ
れ
、
議
事
進
行
を
努

め
ま
し
た
。
冒
頭
に
大
阪
ト

ラ
ッ
ク
部
会
・
植
西
部
会
長

か
ら
「
ト
ラ
ッ
ク
運
輸
産
業

は
、
低
賃
金
・
長
時
間
労
働

が
常
態
化
し
て
若
者
か
ら
も

敬
遠
さ
れ
る
業
種
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
魅
力
あ
る
業
種
し
て
い

く
た
め
の
方
針
を
、
こ
の
総

会
の
活
動
方
針
で
確
立
し
て

い
く
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
に
大
阪
府
本

部
・
荻
田
書
記
長
の
来
賓
挨

拶
を
受
け
、
芦
崎
事
務
局
長

か
ら
「
２
０
２
１
年
活
動
報

告
・
２
０
２
２
年
活
動
方
針

案
」
が
提
案
さ
れ
、
続
い
て

ＮＯ  （４）           建交労大阪府本部機関紙             2021年 12月号         

 


